
  

商品マスター提供手順 

（１）商品マスター提供システム 

 ①共通センター型システム 

 小売・卸・メーカーがそれぞれ一度の処理にて必要とされる登録と抽出が可能 

となる形と思われます。しかし、各企業の単品数は膨大であり当初の設備投資と 

運用において支障が予測されます。 

よって、下記の要件でシステム化を目指すものとします。 

 

  ②分散型システム 
 卸・メーカーがＷＷＷ（World Wide Web）による、Ｗｅｂ／ＦＴＰ（File Transport 
Protocol）サーバーの提供システムをもち、小売・卸（ＷＷＷブラウザ）からの要
求に基づいて別項の商品マスターフォーマットで返します。 

  卸・メーカーでのシステム構成は上記以外は自由とします。 
 メーカーは直接取引のない小売への提供は出来ないため、卸も同様のシステムを

持つ必要があります。将来、卸・メーカーで同じ商品マスターを持つ非効率が問題

となったときなど分散型システムによる運用が困難になった場合には上記共通セン

ター型システムを検討するものとします。 

商品マスター提供システム（分散型システム）

ＰＣ

メーカー

卸

小売

商品マスター

商品マスター

商品マスター
ネットワーク

①メーカー・卸は自社で取り扱っている商品のマスターを整備する

②卸は取引のあるメーカーに対して商品マスター提供要求を行う　

③小売は取引のある卸・メーカーに対して商品マスター提供要求を行う

図 6-Ⅰ 分散型システム 注 1  
（２）商品マスター提供手順 

                                                   
注 1 スポーツ用品業界オープン情報ネットワーク調査研究報告書（平成１０年３月）より抜粋 
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 ①将来像 
 インターネットを利用した提供依頼とデータ提供が考えられます。 

提供元（卸・メーカー）が、Ｗｅｂ／ＦＴＰサーバーの提供システムをもち、依頼

元（小売・卸）からの要求に基づいてデータを画面もしくは、他の方法で依頼元に

返します。 
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図６－２ 商品マスター提供手順 将来像 



  

 （ａ）提供手順 
 ａ）事前準備 

 事前に依頼元（小売・卸）に対して、提供元（卸・メーカー）より認証ＩＤ・ 
パスワードを連絡します。 

  Ｊ手順にての相互通信は事前に各社コード、識別子を取り決めておきます。 
  ｂ）提供元のＷｅｂサーバーのホームページに対して依頼元よりＷＷＷブラウザ  
   にてアクセスし要求依頼を実施します。 
  ｃ）提供元では依頼元の認証ＩＤ・パスワードにより、セキュリティチェックと 
   取り扱い商品の確認を実施します。 

   ｄ）提供元ホームページはブラウザでの画面抽出／他の方法の一括要求かの選択 
    ができるようにしておきます。 

 依頼元の選択により、画面抽出の場合は、品番／上代／ＪＡＮコード…等を

ブラウザの画面に返します。 
   一括要求の場合は基本条件／抽出条件の指定ができるようにしておきます。 
 ｅ）基本条件／抽出条件としては、下記があげられます。 

・データフォーマット  Ｓ研商品マスターデータ 
            Ｓ研商品マスターデータＰＣ版 他 
・受取方法       Ｅメール（電子メール 以下Ｅメール）添付 
            ＦＴＰ受信 
            Ｊ手順（事前に取り決めが必要） 
             媒体使用 ＦＤ（ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸ）／ＭＴ（磁気ﾃｰﾌﾟ） 
 ・データの範囲     品番指定／ブランド／シーズン／展示受注会時発注 
             品番のみ取り扱い予定商品群…等。 
 ・取引価格       依頼元からみた仕入れ値 

 ｆ）提供元では一括要求の場合、データフォーマット、受取方法、データの範囲 
  等の条件により、データ作成をします。 
 ｇ）提供元ではデータ作成終了後、依頼元にＥメールにて連絡をします。 
 ｈ）依頼元企業では受取方法により各々の処理があり受取、社内システムに取り 
  込み活用していきます。 
   ネットワークの実現性については第１０章を参照して下さい。 

 
（ｂ）実現に向けての課題 

 この商品マスター提供システムについては、下記の課題が考えられます。 
・依頼元での負担  パソコン導入費用。 
・提供元での負担  システム開発構築費用。 
・システム開発時間 企業個別での構築の為、一斉での立ち上げは困難。 
・標準化      操作性の統一を考慮して画面などの標準化が必要。 

   ・運用面      認証ＩＤの統一がないと依頼元で複数ＩＤが発生。 
  上記以外にも課題はあると思えますが、これらを解決してからのシステム構 
 築が望ましいと考えられます。 



  

  ②商品マスター提供手順（当面） 
    前述の課題にあるようにインターネットを利用してのシステム構築には時間が必要

となります。 
 
  当面は提供依頼を紙ベースで実施することが望ましいと考えられます。 

 
（ａ）書面での依頼   

 商品マスター提供依頼書 別紙 ４９ページを使用します。 
 
 （ｂ）依頼順序 

  依頼元企業より提供元担当部署（営業部署）にＦＡＸ／郵送もしくは、Ｅメー

ルにて依頼します。 
 提供元担当部署とデータ作成部署が同一の場合は別ですが、それ以外では社内 
規則に従いデータ作成部署にてデータの作成を行います。 
（セレクト条件等、抽出に制約がある場合にはデータ作成部署では判断できない

為） 
 
  （ｃ）データ提供順序 
  提供元担当営業部署もしくはデータ作成部署より、依頼元受取部署に受取方法 
    に応じてデータ提供を行うこととします。 
 
 （ｄ）注意事項 

 各々の企業で対応ができない場合があります。 
 下記に一例をあげてみます。 
 ａ）データフォーマット 
・企業によっては、Ｓ研商品マスターデータＰＣ版に対応ができない場合。 
・ データ種類の３，その他として、Ｓ研商品マスターデータをテキスト固定長

に変換し提供可能な企業もあります。 
ｂ）受取方法 
 ・提供元企業でＥメール添付が不可の場合。 
 ・提供元企業でＭＴ対応が不可の場合。 

     ｃ）抽出条件 
 ・依頼元企業の抽出依頼内容に対応できない場合。 

     ｄ）セレクト条件 
・例としては、受注会での発注品番という形であげられますが、ここでは拘束

はしないで、各企業間にて取り決めるものとします。 
     ｅ）その他 

 
上記の場合、もしくは、これ以外の課題／懸案事項については、 
依頼元企業／提供元企業双方での協議の上、進めていくこととします。 



  

NO,      . 

商品マスター提供依頼書 
依頼企業名  提供企業名  

担当部署  担当営業部署  

担当者名  担当者名  

ＴＥＬ （  ）  － ＴＥＬ （  ）  － 

ＦＡＸ （  ）  － ＦＡＸ （  ）  － 

  （統括部署）  

依頼年月日  受付年月日  

受取希望日  提供年月日  

受取部署  ﾃﾞｰﾀ作成部署  

受取者名  作成者名  

Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  

ＴＥＬ （  ）  － ＴＥＬ （  ）  － 

ＦＡＸ （  ）  － ＦＡＸ （  ）  － 

基本様式 

ﾃﾞｰﾀﾌｫｰﾏｯﾄ １．Ｓ研商品マスターデータ    （固定長） 

２．Ｓ研商品マスターデータＰＣ版 （ＣＳＶ） 

３．その他（                 ） 

１．Ｊ手順 ２．Ｅメール添付 

３．ＦＤ （       ） ４．ＭＴ （       ） 

受取方法 

５．その他（       ）  

 

抽出条件 

モデル年度  年度 仕入れ値（提供元出し値） YES，NO 

シーズン １．全部 ２．春夏物 ３．秋冬物 ４．スキー物 ５．他（   ） 

 

メーカー・ブランド 

メーカー ブランド セレクト条件 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

備考 

 

 

 



  

  ③データ受け渡し 
 紙ベースでの提供依頼をうけ、下記のようなデータの受け渡し方法が 
当面考えられます。 
 
（ａ）Ｊ手順           データ電送  
（ｂ）Ｅメール添付        Ｅメールに商品マスターデータを添付  
（ｃ）ＦＤ（フロッピーディスク） 媒体使用 

  （ｄ）ＭＴ（磁気テープ）     媒体使用 
 

 ④Ｊ手順 
（ａ）制御電文取決め 
・センターコード   ６桁 要求元コード 
・取引先コード    ８桁 提供元コード 
・識別子       ６桁 各企業間でとり決めます 
・データ種類     ２桁 ６０固定 
・ＴＥＬ番号     接続先 

  （ｂ）データフォーマット Ｓ研商品マスターデータ  
  （ｃ）フォーマット内容  ５６ページ参照して下さい 
  （ｄ）流れ図 

要求元 提供元

取決め 取決め

処理 ﾃﾞｰﾀ

Ｓ研フォーマット

Ｊ手順

・センターコード
・取引先コード
・識別子

商品マスター
提供依頼書 ＦＡＸ・郵送・Ｅメール 受付

準備完了連絡確認 ＦＡＸ・郵送・Ｅメール

アクセス アクセス

指定ﾌｧｲﾙ

データ受取 データ受取

社内システムに
取り込む

図６－３ Ｊ手順での商品マスター提供手順 



  

⑤電子メール（Ｅメール）添付 
（ａ）データフォーマット Ｓ研商品マスターデータＰＣ版  
（ｂ）フォーマット内容  ７２ページ参照して下さい 

  （ｃ）データ圧縮 自己解凍型に圧縮（使用ソフトウエアは任意） 
       メールシステムへの負荷軽減の為、データを圧縮します。 

  （ｄ）流れ図 

電子メール（Ｅメール）添付

商品マスター
提供依頼書 ＦＡＸ・郵送・Ｅメール 受付

処理 ﾃﾞｰﾀ

圧縮

Ｅメール発信

自己解凍型に圧縮

データ受取 Ｅメール

社内システムに
取り込む

要求元 提供元

データ添付

図６－４ 電子メール添付での商品マスター提供手順 
 
 
  ⑥ＦＤ（フロッピーディスク） 
（ａ）データフォーマット Ｓ研商品マスターデータ  

     Ｓ研商品マスターデータＰＣ版  
（ｂ）フォーマット内容  Ｓ研商品マスターデータ    ５６ページ参照 

     Ｓ研商品マスターデータＰＣ版 ７２ページ参照 
（ｃ）データの受け渡しをＦＤにて行います。 

  （ｄ）流れ図  次ページ 図６－５ 媒体使用での商品マスター提供手順を 
      参照して下さい。 
 

  ⑦ＭＴ（磁気テープ） 
（ａ）データフォーマット Ｓ研商品マスターデータ  
（ｂ）フォーマット内容  ５６ページ参照して下さい 
（ｃ）データの受け渡しをＭＴにて行います。 

  （ｄ）流れ図  次ページ 図６－５ 媒体使用での商品マスター提供手順を 
      参照して下さい。 



  

ＦＤもしくはＭＴ

商品マスター
提供依頼書 ＦＡＸ・郵送・Ｅメール 受付

処理 ﾃﾞｰﾀ

連絡

データ受取

ＦＡＸ・郵送・Ｅメール

社内システムに
取り込む

要求元 提供元

媒体送付

受取

依頼によって
ＦＤ，ＭＴどちらかに
データをコピー　

ＦＤ

ＭＴ

運送便／郵送

図６－５ 媒体使用での商品マスター提供手順 
 

 
  ⑧障害対応 
（ａ）電子メール未着信 

・Ｊ手順 
  連絡の電子メールが未着信の場合、Ｊ手順では依頼元よりのアクセスが 
  ありませんので、提供元より依頼元に再度連絡をします。 
・電子メール添付 
  電子メール添付の場合は提供元では依頼元への着信が確認出来ない為、 
  依頼元に届いていない場合も考えられます。 
  このような場合を想定し、依頼元と提供元で対応策を取り決めておく 
  必要があります。 
・媒体使用 
  媒体使用の場合は連絡メールが未着信でも媒体が発送されますので 
  媒体到着でデータ提供となります。 

（ｂ）読み出し不能 
 データ電送、もしくは、媒体送付したものが、読み出し不能の場合には、  
依頼企業の受取部署より提供企業のデータ作成部署に連絡、協議の上、 
対応を図ることとします。 

 


